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一般社団法人三島市観光協会では、総収入額のうち業務委託受任が

47％で、観光案内所での案内業務を三島市から受託している。その他

自主事業が 11％で、会員からの委託商品販売の手数料収入（菓子や

絵葉書など）や、ガイドブックへの記事掲載料などがある。行政から

の補助金が 25％、会費収入が 10％、旅行業が 5％となっている。 

 

●人員 

人員体制は、役員 6名、正職員 3名、契約職員 6名、パート 4

名の体制である。契約職員は、厚生労働省の「雇用創出の基金に

よる事業」を活用し、雇用している。 

●設立の経緯 

多様化する来訪者のニーズへの対応や、観光地間での誘客競争

を生き抜く着地型旅行の受け入れ体制の整備が求められる中、社

会的信用の獲得及び公益性の発揮と透明性の向上を図るため、平

成 22 年に三島市観光協会を一般社団法人化した。 

●中核的人材 

事務局長の山口氏は地元出身であり、沼津市で運輸会社系の旅 

行会社で支店長を務めていた。より地元に人を呼び込みたいと考えて 10 年ほど前に現職に就いた。 

今後、長期的には受注型の旅行商品を強化して行きたいが、まだ募集型の着地型旅行商品も１つしかないた

め、まずはそこから強化する必要があると考えている。 

厚生労働省の「雇用創出の基金による事業」を活用し雇用した社員については、制度が平成 23 年度中に終

了する見通しであるため、その後の対応を検討中である。 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般社団法人 三島市観光協会 
静岡県 三島市 

・地域の歴史施設（三嶋大社）をテーマとした着地型旅行商品を造成販売している。 
・今後は募集型の着地型旅行商品数の拡充を目指し取り組みを強化していく。 
 

１．取 組 概 要 

旅行業 3種 

（平成 22 年）

歴史資源 

中心タイプ 

延べ 1,339 万人泊（静岡県） 

うち県外 1,013 万人泊 

中規模 

自主事業比率27％

一般社団法人 

（平成 22 年） 

いっぱんしゃだんほうじん みしましかんこうきょうかい 

２．主 要 な 事 業 

３．組 織 体 制 

４．課 題 と 方 向 性 

No.33 

 

理事会（6名）

事業部 総務部

・旅行事業（営業活動、旅行
商品造成販売）

・誘客事業（情報発信）
・イベント、キャンペーン
・広報、報道マスコミ対応
・受託事業
・三島夏まつり 等

・財務、会計
・監査
・勤労
・庶務
・会員管理
・行政対応 等

評議員会

当法人組織図 

旅行業5%
その他自主

事業
11%

業務委託

受任
47%

会費収入
10%

行政からの

補助金25%

年間総収入額の内訳
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●着地型旅行商品の造成 

着地型旅行商品として造成、販売しているのは現在「三嶋大社

正式参拝ツアー」の 1商品のみである。当該ツアーは三嶋大社の

協力を得て当法人が造成した。 

また、箱根町とは隣接しているため、お互いのイベントに参加

するなどの交流がある。三島と箱根といった芦ノ湖周辺の地域と

はもともと一体感が強い。 

●着地型旅行商品の販売 

「三嶋大社正式参拝ツアー」は客層の 73％が県外客で、旅行

会社経由での申込がほとんどであるが、チラシを見ての申し込み

やインターネット経由での直販も少なからずある。 

地元からの参加者は年配の女性が多い。夫婦での参加は今のと

ころあまり多くないが今後は増やしたいと考えており、大手旅行

会社の発行する中高年向け雑誌にも記事を掲載している。 

 
 

 

●「三嶋大社正式参拝ツアー」 

伊豆国の一ノ宮として由緒ある三嶋大社の歴史と正式参拝の作法

を神職から直接学ぶことができる、神社をより身近に体験するツアー

である。普段は入ることのできない神域での案内のほか、実際にお祓

いをしてもらうこともできる。境内には、天然記念物の金木犀（樹齢

1,200 年）や、重要文化財の総ケヤキ素木造りの御殿などの貴重な建

物や史跡が残っている。また春には、ソメイヨシノや三島桜が咲き多

くの観光客が訪れる名所となっている。 

ツアーの行程は、三嶋大社鳥居前に集合し、①神職による三嶋大社

の歴史・正式参拝の作法の説明、②御本殿での正式参拝（昇殿参拝・

玉串奉奠）、③お祓い、④神域（本殿裏）の見学、⑤三嶋大社境内の

見学、⑥宝物殿拝観、という流れであり、三嶋大社内で解散となる（全

行程で約 50 分）。 

参加費は、大人 800 円で、催行最少人数は５名である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般社団法人 三島市観光協会   TEL：０５５－９７１－５０００ 

                    URL：http://www.mishima-kankou.com 

お 問 い 合 わ せ 

５．着 地 型 旅 行 商 品 事 業

６．代 表 的 な 着 地 型 旅 行 商 品

当法人ホームページ 

三嶋大社正式参拝ツアーのチラシ 
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一般社団法人伊東観光協会では、総収入額のうち業務委託受任

が 60％であり、伊東市から受託した観光案内や様々な観光行事の

運営実施といった各種業務を受託している。 

その他自主事業は 21％で、花火大会の運営に関する桟敷席の販

売手数料やガイドブックへの掲載に当たっての広告料収入であ

る。会費収入が 11％、行政からの補助金が 7％である。 

●人員 

人員体制は、役員 20 名、正職員 6 名、契約職員 4 名という体

制である。 

●設立の経緯 

任意団体であった伊東観光協会の組織強化を図り、官民一体で

多機能な事業を展開していくため、社会的信用が高く公共性も発

揮できる一般社団法人へ平成 21 年に移行した。 

●組織体制 

理事会の下に、会員の拡充や財務強化を担当する「総務委員

会」、誘客のための新規事業の企画立案等を担当する「企画委員

会」、年間イベントや行事の推進を担当する「イベント推進委員

会」といった各委員会が設置され、事業の推進を担っている。 

当地域では、教育旅行の受入実績もベースにしながら、地域内のコーディネートや商品開発、情報発信、人

材育成等を総合的に実施する組織として「トラベルデスク伊豆・伊東（仮称）」の発足を検討している。 

当日の申込みを受けられるようなコンテンツ（プログラム）作りも行う必要がある。 

いずれの取り組みも短期間で実現できるものではないことから、平成 23 年度から 2 年程度をかけて計画的

に取り組んでいく予定である。 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他自

主事業
21%

業務委託

受任
60%

会費収入
11%

行政からの

補助金
7%

その他
1%

年間総収入額の内訳

一般社団法人 伊東観光協会 
静岡県 伊東市 

・地域内の運輸事業者と連携し、着地型旅行商品を造成・販売している。 
・地域内のコーディネートや商品開発、情報発信、人材育成等を総合的に実施する組織の設立を検討している。

１．取 組 概 要 

旅行業 

登録なし 

温泉地 

タイプ 

延べ 1,339 万人泊（静岡県） 

うち県外 1,013 万人泊 

大規模 

自主事業比率33％

一般社団法人 

（平成 21 年） 

いっぱんしゃだんほうじん いとうかんこうきょうかい 

２．主 要 な 事 業 

３．組 織 体 制 

４．課 題 と 方 向 性 

No.34 

伊東市観光案内所の外観 
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●着地型旅行商品事業への関わり 

旅行業を取得していないため、旅行商品の企画販売に当たって

観光協会は中心的な役割は担っていない。地域内の観光事業者が

商品を造成する際に情報提供を行ったり、地域の宿泊施設へのチ

ラシ配付、地域外でのイベント開催時のチラシ配布といった情報

発信面で協力している。 

その他、観光協会の若手が旅館の女将や商工会と連携し、「ぷ

らんぽ委員会」として女性や若者の視点で観光マップ作成などの

活動を行っている。 

今後は宿泊施設とのタイアップも強化していきたいと考えて

いる。また、現在は特定日のみの催行となっている商品が多いが、

通年化を目指したいと考えている。 

当地域では伊豆高原ペンション協同組合を窓口として教育旅

行の受け入れを行っており、年間 30 校、6,000 名以上の実績が

ある。平成 23 年度から農家民泊の規制緩和も検討されているこ

とから、今後は一般の観光客も対象として考えていきたいと考え

ている。 

●「江・浅井三姉妹ゆかりの地めぐり」 

●「城ヶ崎海の吊り橋とあじさいめぐり」 

当法人会員の旅行会社が催行している、城ヶ崎海の吊り橋と伊豆海

洋公園の 230 種 3,000 株のあじさい苑（伊豆海洋公園）を見学する、

伊東自然歴史案内人会スタッフのガイド付きバスツアーである。料金

は、大人 1,600 円（伊豆海洋公園入園料 500 円含む）で、所要時間は

約 3時間、伊東駅 9時 30 分発である。前日の 17 時までに申し込めば

参加でき、当日でも空席があれば参加が可能である。 

●「松川湖ほたるの夕べ」 

当法人会員の旅行会社が催行している、松川湖（奥野ダム）に舞う

源氏蛍を観賞する、伊東自然歴史案内人会スタッフのガイド付きバス

ツアーである。料金は大人 1,000 円で、所要時間は約 1時間 30 分、

伊東駅 19 時 40 分発である。当日の 17 時までに申し込めば参加でき

る。平成 22 年は 6月 4日から 6月 13 日の 10 日間の催行であった。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お 問 い 合 わ せ 

５．着 地 型 旅 行 商 品 事 業

当法人ホームページ 

城ヶ崎海の吊り橋 

松川湖ほたるの夕べ 

一般社団法人 伊東観光協会   TEL：０５５７－３７－６１０８ 

URL：http://www.itospa.com/ 

６．代 表 的 な 着 地 型 旅 行 商 品
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稲取温泉観光合同会社の総収入額は、旅行業が 50％、その他自主

事業が 35％、業務委託受任が 8％、グッズ製造販売が 7％となってい

る。旅行業では、着地型旅行商品の販売のほか、観光施設チケット

等の代売、旅行手配などを行っている。その他自主事業は地場商

品の販売手数料等で、グッズ製造販売では伊豆の若草石を使った洗

顔フォームや脱臭剤などを販売している。これまで受託していたプロ

モーション業務については、現在はほとんど無くなっている。 

 
 

●人員 

人員体制は、執行役員 7名、自治体からの出向職員 1名、派遣職員・

パート・アルバイト 2 名のほか、約 50 名の出資者が活動に参加して

いる。「着地型ツアー開発運営」、「旅行企画販売」、「商品企画開発」、

「情報発信」の 4 つのチームが設置されており、「こらっしぇ稲取大

作戦（観光資源の発掘や商品化などを行うもの）」の 5 つのプロジェ

クトも各チームで分担して実施している。 

●設立の経緯 

稲取温泉に足を運んで下さるお客様の思い出作りや、旅の付加価値 

を向上させるために、「こらっしぇ稲取大作戦」で作った着地型旅行商品の販売等をするにあたり、旅行業を

取得する必要があり平成 19 年に設立し、第 2種旅行業を取得した。 

募集型の企画旅行を強化したいとの意向を持っている。観光客の手荷物を有料で預かったり配送するサ

ービスを平成 23 年 2 月から開始した。情報発信が行き届いていないこともあり利用は低調であるが、今後

はより力を入れていきたいと考えている。 

また、地域の祭り（どんつく祭り）にちなんだ絵馬やお守りの開発などグッズの製造販売を強化したい

とも考えている。 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旅行業
50%

グッズ

製造

販売
7%

その他自

主事業
35%

業務委託

受任
8%

年間総収入額の内訳

稲取温泉観光合同会社 
静岡県 東伊豆町 

・「自然」や「歴史文化」、「手作り体験」などのテーマごとに計 30 種類の着地型旅行商品を造成販売している。

・プロジェクトチームを設置し、役割分担しながら地域資源の発掘と活用に取り組んでいる。 

１．取 組 概 要 

旅行業 2種 

（平成 19 年）

温泉地 

タイプ 

延べ 1,339 万人泊（静岡県） 

うち県外 1,013 万人泊 

中規模 

自主事業比率92％

合同会社 

（平成 19 年） 

いなとりおんせんかんこうごうどうがいしゃ 

２．主 要 な 事 業 

３．組 織 体 制 

４．課 題 と 方 向 性 

No.35 

 

稲取温泉観光協会 執行役員会
稲取温泉旅館

協同組合

着地型ツアー
開発運営チーム

旅行企画
販売チーム

商品企画
開発チーム

情報発信
チーム

・着地型ツアーの企画・
実施

・ガイド手配、システム
作り

・着地型ツアーの価格
検討

・ツアー人材育成

・受入旅行、手配旅行
企画

・チケット代売促進、新
規開拓

・旅館斡旋事業、新規
開拓、営業

・イベント企画
・地場産品開発
・物販販売促進、営業

・ウェイラの制作
・インターネット発信企
画

・その他情報発信全般

当法人組織図 
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●着地型旅行商品の造成 

当地域では「こらっしぇ稲取大作戦」として地域資源を発掘・

発信する活動が行われており、「歴史ロマン」、「情報戦略」、「癒

し満喫」、「事業開発」、「楽しみ感動」の 5つのプロジェクトが動

いている。旅行商品の企画開発は、各プロジェクトで分担して進

めるが、定期的に開催される会議や自然発生的に開催される打ち

合せなどで情報を共有し、相互に意見を出し合いながら商品の質

を高めている。 

当法人では、この取り組みと密接に連携し、「自然」や「歴史

文化」、「手作り体験」、「癒し」などのテーマごとに計 30 種類の

着地型旅行商品を造成・販売等を行っている。 

●着地型旅行商品の販売 

着地型旅行商品の販売は、パンフレット等を見た人からの電話

申込みが 40％、当法人のホームページ経由が 30％、旅行会社経

由が 20％、その他が 10％となっている。 

当日申込みが可能な商品と 3 日前までの事前予約が必要な商

品がある。 

●「ひっこくり大作戦」 

伊豆稲取独特の「磯でカニを取る漁法」を「ひっこくり」と言う。

今ではあまり見ることはないが、昔はひっこくり漁が実際に行われて

おり、子どもたちもおこずかい稼ぎやおかずにする為にひっこくりを

していた。そんなひっこくりを得意とする地元住民と触れ合いなが

ら、2 時間海でひっこくりをするツアーである。料金は 1 名 1,500 円

で、最少催行人数は 3名、期間はゴールデンウィークから 9月末まで

である。開始時間はその日の干潮時になる為、問い合せが必要である。 

●「語り部と歩く雛のつるし飾りめぐり」 

当地域は、雛壇の両脇に飾る、子どもの成長と幸せを願った「つる

し飾り」の発祥の地と言われる。この和裁細工のさげ物の風習は全国

でも珍しく、江戸時代後期から始まったと言われる。このつるし飾り

の云われや伝統文化について、ガイドが案内しながらまちを歩く約 2

時間のツアーである。料金は、1 名 1,000 円（施設入館料 400 円は別

途）で、入館料に関しては宿泊者割引の制度がある。最少催行人数は

3名で、期間は１月 20 日より３月末までである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
WW 稲取温泉観光合同会社  TEL：０５５７－９５－１１５７ 

          URL：http://inatorionsen.com/ 

お 問 い 合 わ せ 

５．着 地 型 旅 行 商 品 事 業

６．代 表 的 な 着 地 型 旅 行 商 品
 

当法人ホームページ 

パンフレット 

ひっこくり大作戦 

語り部と歩く雛のつるし飾りめぐり 
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社団法人福井県観光連盟では、総収入額のうち業務委託受任が 66%

で、イベントの実施などを行政から受託している。会費収入は 26%で、

会員として県内の自治体や観光協会、観光事業者、広告業者などが加

盟している。その他は 8%で、ホームページのアフィリエイトなどが

含まれる。 

旅行業は始めたばかりであるため、まだ収入には未計上である。 

 

●人員 
人員体制は役員 29 名、常勤職員数が 13 名で、このうち正職員は 3

名、県からの出向者は 5名、民間企業からの出向者は 2名、臨時職員

は 3名である。正職員の人件費は会費収入により充当している。臨時

職員は、厚生労働省の「雇用創出の基金による事業」を活用している。 

●設立の経緯 
福井県の観光プロモーションを担う機関として設立され、平成 2年

に法人化した。着地型旅行商品の企画販売によって県内の観光資源に 

スポットをあてるため、平成 22 年に旅行業登録し主催商品の販売を開始した。 

●中核的人材 
県からの出向者が県の観光施策の着実な実現にむけて旅行業部門の方向付けや自治体との連携を管理する

とともに、大手旅行会社からの出向者がその経験を生かして県内での資源発掘や商品化を進めている。 

 

旅行業部門の主目的は大手旅行会社にできないような商品展開を行うことであり、収益をあげることが主目

的ではない。 

今後はブランドである「ツアー291（TOUR FUKUI）」の着地型旅行商品を継続していくとともに、宿泊プラン

を増やしていく。 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

業務委託

受任
66%

会費収入
26%

その他
8%

年間総収入額の内訳

社団法人 福井県観光連盟

福井県 福井市 

・県観光行政におけるプロモーション施策の実働部隊という位置づけである。 

・県内自治体と連携して観光資源を発掘し、大手旅行会社には作れない着地型旅行商品の販売を目指している。 

１．取 組 概 要 

旅行業 2 種 
（平成 22 年）

自然・歴史資源 

複合タイプ 

延べ 221 万人泊（福井県） 

うち県外 164 万人泊 

大規模 

自主事業比率34％

社団法人 
（平成2 年） 

しゃだんほうじんふくいけんかんこうれんめい 

２．主 要 な 事 業 

３．組 織 体 制 

４．課 題 と 方 向 性 

No.36 

当法人組織図 

観光ネットワーク
推進事業部長

事務局長

誘客推進
事業部長

職員 職員 職員
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●着地型旅行商品の造成 
「ツアー291（TOUR FUKUI）」のブランド名で、季節ごとに県

内の主要駅を発着地とした着地型旅行商品を造成し、パンフレ

ット化したものをシリーズ展開している。 

商品の企画段階では、自治体と相談しながら当法人が主体的

に造成している。商品づくりのための協議会のような組織は設

置しておらず、実際に取り組みを進める中で意見交換を行って

いる。 

県内全体を対象として着地型旅行商品を造成している組織が

ないため、当法人では市町内完結型ではなく、福井県内全体を

ルート化することを目指している。 

●着地型旅行商品の販売 
着地型旅行商品の告知はホームページとパンフレットを利用

している。参加者のほとんどは、インターネットで最初の商品

情報を得ている。 

申し込みはインターネット経由が 60%、電話が 40%である。精

算には、インターネット経由の場合は携帯電話端末を活用する大

手旅行会社のサービスも活用している。他には振り込みや現金で

の受け取り等の対応を行っている。 

●「ふくい歴史街道 ～お江めぐり～」 
平成 23 年の NHK 大河ドラマ「江～姫たちの戦国～」をテーマにし

た、お江ゆかりのスポットや戦国武将の足跡を巡るツアーである。越

前コースと若狭コースがあり、このうち越前コースはあわらの湯のま

ち駅を 9 時 30 分に出発、17 時頃に帰着する。自性院や一乗谷朝倉氏

遺跡などをバスで周遊し、見学場所ではボランティアガイドや職人、

雲水など地元住民が案内する。永平寺での昼食、各施設の入場料込み

で大人 5,800 円、最少催行人数は 4 名の設定で、2 月から 3 月のうち

の 3日間の催行である。 

●「パワースポット in 越前 と in わかさ」 

福井を「『福』が湧く『井』戸がある」ととらえ、その福をつかむ

ことをキャッチコピーとした商品である。越前コースは福井駅の発

着、わかさコースは敦賀駅の発着である。10 時頃に出発し、16 時頃

に帰着する。いずれも昼食付きで大人 7,000 円、最少催行人数は 10

名で、いずれも 3月 21 日のみの催行である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人 福井県観光連盟 TEL：０７７６－２３－３６７７ 

                   URL：http://www.fuku-e.com 

お 問 い 合 わ せ 

５．着 地 型 旅 行 商 品 事 業

６．代 表 的 な 着 地 型 旅 行 商 品

当法人ホームページ 

パンフレット 

パワースポットめぐり 

ふくい歴史街道 
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社団法人敦賀観光協会の総収入額は、行政からの補助金が 72％で、

各種イベントや誘客プロモーションの実施、職員の人件費などに充当

している。その他自主事業は 18％で、花火大会運営時の企業からの

協賛金や観覧席の販売、自転車の有料レンタルが含まれている。旅行

業収入は 8％で、募集型企画旅行である「遊敦塾」からの売上げであ

る。 

●人員 

人員体制は、役員１名、正職員 6名、臨時雇用者 5名という体制で

ある。 

●設立の経緯 

平成 15 年に社団法人として設立した。敦賀市内の素材をつないだ

着地型旅行商品「遊敦塾」の創設にあたって旅行業の資格が必要であ

ることから平成 19 年に第 3種旅行業を取得した。 

●中核的人材 

旅行業務取扱管理者が全体を統括して、「遊敦塾」の企画に向けた地域内の調整や、商品づくり、集客に取

り組んでいる。 

主力商品である「遊敦塾」のカリキュラムを増やして商品力を増大させ、集客数を伸ばしていきたいと考え

ている。現状では集客できずに一度も催行できていないコースもあるが、商品内容を改善するなどして対応し

ていく。 

「遊敦塾」については、地域内の観光事業者には旅行客からの体験料を受け取ることができるなどのメリッ

トがあるが、市民の認知はまだ浅く、周知方法の検討が課題である。 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旅行業
8%

その他

自主

事業
18%

会費

収入

2 ％

行政からの

補助金
72%

年間総収入額の内訳

社団法人 敦賀観光協会 

福井県 敦賀市 

・市内の観光事業者などが会員として加盟する社団法人として、観光案内やイベントなどを実施している。 
・敦賀市内の素材をつないだ旅行商品「遊敦塾」を中心に旅行業を展開している。 

１．取 組 概 要 

旅行業 3種 

（平成 19 年）

自然資源 

中心タイプ 

延べ 221 万人泊（福井県） 

うち県外 164 万人泊 

大規模 

自主事業比率28％

社団法人 

（平成 15 年） 

しゃだんほうじん つるがかんこうきょうかい 

２．主 要 な 事 業 

３．組 織 体 制 

４．課 題 と 方 向 性 

No.37 

当法人外観 
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●着地型旅行商品の造成 

募集型企画旅行である「遊敦塾」の商品開発では、当法人の遊

敦塾プロジェクトチーム及び当法人の事務局員が中心となって、

地域内での連携を密にしながら新たな体験素材を発掘し、商品化

に結びつけている。 
例えば、「地引網体験」では地元漁業者と連携して商品の造成

を行っている。 
●着地型旅行商品の販売 

「遊敦塾」の販売は、ホームページへの情報掲載と、商品紹介

パンフレットの総合版を「秋・冬号」と「春・夏号」の年 2回発

行し、商品コンセプトと内容を広く告知している。主力商品につ

いては商品ごとにパンフレットも作成している。申し込みは、電

話が 7割、当法人のホームページ経由が 3割である。 

参加者のうち県外客は 54％、県内客は 34％、地元住民は 12％

となっている。 

●「地引網体験」 

気比の松原海岸での地引網体験と、獲れた魚を使った海鮮バーベキ

ューや、魚のさばき方体験ができるツアーである。獲れた魚は持ち帰

ることができ、さらに漁業者による魚の解説を聞くこともできる。体

験時間は 10 時頃から 15 時頃までで、体験内容に応じて柔軟に変更で

きる。平成 22 年度は約 70 回開催し、合計で 3,000 人強の参加者があ

った。 

個人客向けには、土日祝日を中心に催行日を設定して募集してい

る。参加費はバーベキュー（昼食）付コースで、中学生以上 4,000 円

である。団体向けには、4月中旬から 11 月上旬の間に、要望に応じて

催行日を決定する。30 人から 120 人程度のグループで、1回あたりの

体験料は 35,000 円となっている。（バーベキュー代は、大人 2,625

円、小学生 1,680 円、幼児（４歳以上）840 円が別途必要）。 

●「戦国武将 敦賀城主・大谷吉継ゆかりの地を訪ねて」 

戦国武将・大名であった大谷吉継は、豊臣秀吉に仕え、石田三成と

親交が深かったことでも知られている。敦賀城主であった吉継を偲び

ながら、戦国・安土桃山時代の敦賀に思いを馳せるツアーで、10 時か

ら 15 時 30 分、3,600 円（昼食代込）となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

社団法人 敦賀観光協会   TEL：０７７０－２２－８１６７ 

                  URL：http://www.turuga.org 

５．着 地 型 旅 行 商 品 事 業

６．代 表 的 な 着 地 型 旅 行 商 品

【遊敦塾ガイド 2010＜秋・冬号＞】 

当法人ホームページ 

地引網体験 

戦国武将 敦賀城主・大谷吉継 
ゆかりの地を訪ねて 

お 問 い 合 わ せ 
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社団法人若狭三方五湖観光協会では、総収入額のうち行政からの補

助金が 30%である。キャンペーン活動などの業務委託費相当分や、当

法人の運営支援として会費収入の半分相当額の補助金が含まれる。駅

舎内売店やイベントでの物販収入が 26%、レンタサイクルなど自主事

業収入が 14%である。旅行業収入は 14%で、全て受注型企画旅行の売

上げである。多様な事業展開により、収入の安定確保を目指している。 

 

●人員 

人員体制は、役員 18 名、正職員 3 名、自治体からの出向者 1 名、

臨時雇用者 1名という体制である。事務所に常駐者は必要だが、職員

全員が現場に出向いて関係者とコミュニケーションをとっている。 

●設立の経緯 

昭和 38 年に組織を設立、法人化した。以前の事務局長が旅行業務

取扱管理者の資格を保有していたことから昭和 61 年に第 2 種旅行業

登録を行った。平成 2年頃から民宿経営者などが体験観光の市場性に

着目し漁業体験を取り入れ、平成 20 年頃から着地型観光に集中して

取り組んでいる。 

●中核的人材 

地域外の民間企業勤務の経験がある現事務局長の泉原氏が中心となって、その経験を生かして地域内での資

源発掘や商品化を進めている。 

 

主力商品である自然体験学習は、当法人が民間ベースで独自にすすめてきたことが、取り扱いを順調に伸ば

した要因の一つである。教育旅行は 5月や 6月に利用が集中するため、平準化が必要である。そのため、現在

1校にとどまっている台湾からの教育旅行の増大を目指している。今後は民宿の利用増を図るために、体験学

習要素を高め、海外からの誘客を促進するなどして個人客を増大していきたい。さらに、募集型企画旅行を商

品化し、販売ルートを確立することによって、事業構造の強化を目指す。 

また、若狭町内だけでなく、周辺地域との連携によって広域的な観光を目指すことも重要だと考えている。

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人 若狭三方五湖観光協会

福井県 若狭町 

・自然体験プログラムを中心とした受注型企画旅行を商品化し、毎年多くの教育旅行を受け入れている。 

・多岐にわたる事業展開をすることにより、収入の安定確保を目指している。 

１．取 組 概 要 

旅行業 2種 

（昭和 61年）

自然資源 

中心タイプ 

延べ 221 万人泊（福井県） 

うち県外 164 万人泊 

中規模 

自主事業比率68％

社団法人 

（昭和 38 年） 

しゃだんほうじん わかさみかたごこかんこうきょうかい 

２．主 要 な 事 業 

３．組 織 体 制 

４．課 題 と 方 向 性 

No.38 

当法人外観 

旅行業
14% 飲食・

物販・

宿泊業
26%その他自主

事業
14%

業務委託

受任2%

会費収入
14%

行政からの

補助金
30%

年間総収入額の内訳
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●着地型旅行商品の造成 

旅行商品は受注型企画旅行に限られており、ゲートボール大会

の扱いなどもあるものの、ほぼ全てが教育旅行である。平成 2年

頃、岐阜県の中学校から定置網体験をしたいという要望があり、

これがきっかけとなって体験観光を商品化した。その後は旅行会

社による営業展開もあって、徐々に利用数が拡大し、現在では年

間 50 校、約 6,000 人の利用がある。 

修学旅行は、国立青少年自然の家と民宿で 1泊ずつするのが基

本形である。漁業者が民宿を経営しているため、漁業体験を取り

入れることが多い。民宿の手配は、当法人が地区の責任者と相談

のうえ行っている。 

●着地型旅行商品の販売 

定置網体験は、当地への修学旅行を担当した教員が転勤する

と、その転勤先の学校へも営業活動を行ったことが奏功した。旅

行会社が体験観光の広がりに目をつけ、積極的な営業を展開した

ことも後押しした。受注型企画旅行であるため、クライアントに

対してはモデルコースを記載した提案企画書を作成している。 

●「若狭三方五湖わんぱく隊」 

平成 2年から漁村で受け入れがはじまった「海の体験学習」と、平

成 14 年に“かみなか農楽舎”に設立された農業体験を中心とした「里

の体験学習」を柱にして、平成 20 年には「若狭三方五湖わんぱく隊」

が誕生した。これは、海、里、湖での自然体験を田舎の達人たちがゆ

っくりと案内をする受注型企画商品である。 

この中には「大敷網漁見学体験」「干物つくり体験」「養殖魚の餌や

り体験」「ビーチコーミング体験」「田植え・稲刈り体験」「農産物加

工体験」「炭焼き体験」など 24 種の自然体験が商品化されており、こ

れらと宿泊を組み合わせて、町内での 2～3 日間程度の体験コースを

作成する。環境教育、住教育、食文化、水文化、地域史学習を考慮し

たプログラム作りを目指している。平成 20 年度受け入れ実績は、小

中学生約 7,600 人である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人若狭三方五湖観光協会  TEL：０７７０－４５－０１１３ 

            URL：http://wakasa-mikatagoko.jp 

お  問 い 合 わ せ 

５．着 地 型 旅 行 商 品 事 業

６．代 表 的 な 着 地 型 旅 行 商 品

若狭三方五湖わんぱく隊のパンフレット 

漁業体験中の子どもたち 

当法人ホームページ 
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株式会社観光販売システムズでは、収入の 68％が旅行業によるも

のであるが、主に当地域を発地とした旅行であり、着地型旅行商品の

取り扱いはわずかである。 

残りの 32％は業務委託受任であり、三重県での事業で培ったノウ

ハウを元に、三重県以外からの観光地域づくりなどに関する委託業務

を受注している。 

●人員 

人員体制は、役員 4名、正職員 14 名、契約職員 16 名という体制で

ある。 

●設立の経緯 

熊野古道の世界遺産登録をきっかけに、三重県内の旅行会社 53 社

が、県内の観光素材の発掘から商品造成、情報発信、販売を目的に「三

重県観光販売システムズ協議会」を平成 16 年に設立した。同協議会 

へは三重県から運営費の半額補助が 3年間あり、補助期間の終了後に株式会社化した。 

●組織体制 

当法人は、着地型旅行商品を扱う観光マーケティング事業部と、発地型の旅行商品を扱うトライパルツアー

事業部の、2事業部制である。事業部制をとることで、着地型旅行商品に関する意思決定が事業部内でできる

ため、迅速で柔軟な対応ができている。 

当法人には、全国各地の自治体などから観光地域づくり支援の依頼が多いが、現状のスタッフではそのすべ

てに対応できておらず、人材の増強を進める必要がある。しかし、観光地に自ら入っていき、観光事業者や自

治体の担当者と信頼関係を築きながら事業を進めていくことのできる人材はほとんどいない。 

そこで、当法人では厚生労働省の「雇用創出の基金による事業」を活用して契約職員を雇用している。人件

費を抑えつつ事業を行い、その間にノウハウを教え込むことで、当法人が必要とする人材を育成中である。 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社 観光販売システムズ

愛知県 名古屋市 

・三重県が実施した事業で作った組織を、株式会社化することで設立した。 

・観光地域づくりに取り組む活動を通じて獲得したノウハウを、他地域にも展開中である。 

１．取 組 概 要 

旅行業 1種 

（平成 19 年）

都市立地 

タイプ 

延べ 940 万人泊（愛知県） 

うち県外 616 万人泊 

大規模 

自主事業比率68％

株式会社 

（平成 19 年） 

かぶしきがいしゃ かんこうはんばいしすてむず 

２．主 要 な 事 業 

３．組 織 体 制 

４．課 題 と 方 向 性 

No.39 

(株)観光販売システムズ

観光マーケティング
事業部

トライパルツアー
事業部

総務部

・観光地域づくり
・食と観光の連携 等

・名古屋に住んでいる人の
他地域への旅行 等

当法人組織図 

旅行業
68%

業務委託受任
32%

年間総収入額の内訳
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●着地型旅行商品の造成 

各地域の観光事業者や行政担当者に対して、当法人の持つ旅行

業のノウハウを伝え、着地型旅行商品の造成に生かしてもらって

いる。例えば、発地から見た適正価格の設定や、お客様の旅行行

動パターンを踏まえた商品設計などのアドバイスを行っている。 

●着地型旅行商品の販売 

着地型旅行商品の販売では、当法人の関連会社や他旅行会社と

連携しているほか、三重県の着地型旅行商品については、当法人

が開設したホームページ「みえ観光ウェブ」での販売を行ってい

る。また、みえ観光ウェブをホテル・旅館のホームページにリン

クさせることで消費者への情報発信を行っている。 

観光地域づくりの支援先が増えてくると、そこで造成した着地

型旅行商品などを販売する際に、支援先同士で競合してしまう可

能性が出てくる。そのため、中京圏では三重県、四国地方では愛

媛県、というように、同一地域内では支援先を 1つに絞って事業

を行い、支援先との信頼関係を大切にしている。発地からの誘客

を考えると、広域での取り組みや商品の品ぞろえが必要となって

くるので、今後は状況に合わせて柔軟に対応を行っていく。 

 

●「海女小屋体験プラン」 

海女小屋の中で新鮮な魚介類やおやつを食べながら、現役の海女さ

んから素潜り漁や海女の生活などの話を聞くことができる、相差海女

文化資料館発着のツアーである。昼食プラン（大人 3,800 円、12 時～

13 時 30 分）とティータイムプラン（大人 2,300 円、14 時～15 時、15

時～16 時）の 2種類があり、いずれもドーマンセーマン（海女の持つ

魔よけの印）のハンカチと恋みくじがつく。 

●「熊野古道伊勢路日帰りウォーキングバスツアー」 

紀伊山地の霊場への参詣道である熊野古道のウォーキングに、名古

屋駅からのバスがセットされたツアーで、15 コースが用意されてい

る。全コース大人 4,500 円で毎日 1名から出発が保障される。地元色

の出るお弁当や語り部をセットにしたプランを新たに開発するなど、

さらなる地域の魅力づけを図っている。名古屋駅を 8 時発、19 時 50

分着である。 

また、「雨降り日程変更サービス」として、出発日が天気予報で雨

の場合、出発前日 17 時までに連絡すれば、無料で日程変更ができる

サービスを実施している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お 問 い 合 わ せ 

５．着 地 型 旅 行 商 品 事 業

６．代 表 的 な 着 地 型 旅 行 商 品

ツアーを紹介するパンフレット 

当法人ホームページ 

海女小屋体験プラン 

熊野古道馬越峠 

株式会社観光販売システムズ TEL：０５２－５８９－０２００ 

観光マーケティング事業部 URL：http://www.mie-kanko.jp/ 




